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全
開
連
人
吉
食
肉
セ
ン
タ

ー
及
び
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱

本
社
工
場
の
竣
工
式
が
９
月

７
日
、
熊
本
県
錦
町
の
同
工

場
に
て
開
催
さ
れ
た
。

２０
年
７
月
４
日
の
熊
本
豪

雨
災
害
に
よ
り
操
業
不
能
に

な
っ
て
以
来
、
３
年
ぶ
り
に

復
活
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

元
の
場
所
で
は
再
稼
働
が

で
き
な
い
と
判
断
し
、
同
町

内
で
よ
り
適
し
た
土
地
に
新

た
な
施
設
を
建
て
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
間
、
様
々
な

困
難
が
あ
っ
た
が
、
行
政
を

は
じ
め
開
拓
関
係
者
、
地
元

の
後
押
し
に
よ
り
、
よ
う
や

く
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

竣
工
式
で
は
、国
会
議
員
、

県
、
町
の
代
表
者
や
工
事
関

係
者
、
開
拓
関
係
者
な
ど
が

参
列
し
、
地
元
の
白
髪
神
社

の
神
主
に
よ
り
神
事
が
無
事

に
執
り
行
わ
れ
た
。

竣
工
式
の
後
、
同
町
の
パ

ル
テ
ィ
ー
ル
福
寿
庵
に
て
落

成
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。

祝
賀
会
に
は
、
国
会
議
員
、

熊
本
県
や
錦
町
の
行
政
、
食

肉
関
係
者
等
が
集
ま
り
、
１

０
０
名
以
上
が
出
席
し
た
。

始
め
に
、
全
開
連
新
津
賀

庸
会
長
が
「
熊
本
豪
雨
か
ら

３
年
余
り
、
悲
願
で
あ
っ
た

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
、
食
肉
セ

ン
タ
ー
が
よ
う
や
く
完
成
し

た
。
工
場
は
フ
ル
ハ
ラ
ー
ル

対
応
と
な
っ
て
お
り
、
ハ
ラ

ー
ル
の
老
舗
企
業
と
し
て
長

年
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
て
販
路
を
拡
大
し
て
い

く
。
こ
の
こ
と
は
、
開
拓
農

家
の
経
営
に
寄
与
す
る
と
信

じ
る
」
と
挨
拶
し
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
同
施
設

の
建
設
に
尽
力
さ
れ
た
、
松

村
祥
史
参
議
院
議
員
、
木
村

敬
熊
本
県
副
知
事
、
森
本
完

一
錦
町
町
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
で
祝
辞
を
述
べ
た
。

締
め
の
挨
拶
で
ゼ
ン
カ
イ

ミ
ー
ト
の
坂
上
昌
弘
社
長
が

「
１８
名
の
新
規
社
員
が
入
社

し
、
新
た
な
出
発
と
な
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
で
も
、

地
域
に
貢
献
で
き
る
会
社
で

あ
り
た
い
」
と
謝
意
を
述
べ

た
。新

施
設
の
概
要

敷
地
面
積
約
３
万
平
方
㍍

で
、
病
畜
棟
、
排
水
処
理
施

設
を
備
え
て
い
る
。
ゼ
ン
カ

イ
ミ
ー
ト
直
売
所
と
、
全
開

連
西
日
本
支
所
を
併
設
し
て

い
る
。

１
日
当
た
り
の
と
畜
頭
数

は
４５
頭
、
加
工
頭
数
は
３６
頭

と
、
旧
工
場
と
同
等
規
模
で

最
新
設
備
を
備
え
た
工
場
と

な
っ
て
い
る
。

と
場
は
フ
ル
ハ
ラ
ー
ル
対

応
と
な
っ
て
お
り
、
１
年
以

内
を
め
ど
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

や
マ
レ
ー
シ
ア
の
ハ
ラ
ー
ル

認
証
を
取
り
直
し
、ま
た
、Ｕ

Ａ
Ｅ
な
ど
の
中
東
や
東
南
ア

ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
諸
国
の
認

証
取
得
を
目
指
し
て
い
く
。

国
内
の
販
売
に
も
力
を
入

れ
、
開
拓
牛
を
は
じ
め
、
交

雑
種
、
和
牛
の
販
売
を
強
化

し
て
い
く
。

こ
の
３
年
間
で
他
の
と
場

に
移
っ
た
牛
を
集
め
る
と
い

う
課
題
が
あ
る
が
、
ゼ
ン
カ

イ
ミ
ー
ト
社
員
、
全
開
連
、

開
拓
組
織
一
丸
と
な
っ
て
発

展
さ
せ
て
い
く
。

今
後
の
予
定
と
し
て
、
９

月
１２
日
と
２０
日
に
試
験
と
畜

を
行
い
、
１０
月
２
日
か
ら
本

格
稼
働
す
る
。

上：ゼンカイミー
ト㈱と食肉セ
ンター全景

下：玉串を捧げる
新津会長

ゼンカイミート
坂上社長

農
水
省
は
８
月
３１
日
、
２４

年
度
農
林
水
産
関
係
予
算
概

算
要
求
を
決
定
し
、
財
務
省

に
提
出
し
た
。
総
額
は
２３
年

度
当
初
予
算
比
２０
％
増
の
２

兆
７
２
０
９
億
円
。

食
料
安
全
保
障
の
強
化
、

環
境
対
応
、
人
口
減
少
へ
の

対
応
の
３
本
柱
を
中
心
に
、

若
者
や
意
欲
あ
る
農
林
水
産

業
者
が
夢
を
持
っ
て
農
林
水

産
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
な

環
境
整
備
、
元
気
で
豊
か
な

農
山
漁
村
の
次
世
代
へ
の
継

承
等
を
実
現
す
る
た
め
の
予

算
要
求
と
な
っ
た
。

重
点
事
項
は
、
①
食
料
の

安
定
供
給
の
確
保
②
農
業
の

持
続
的
な
発
展
③
農
村
の
振

興
（
農
村
の
活
性
化
）
④
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

に
よ
る
環
境
負
荷
低
減
に
向

け
た
取
り
組
み
強
化
―
な
ど

７
つ
の
項
目
と
し
た
。（
畜
産

・
酪
農
関
係
は
２
面
掲
載
）

食
料
の
安
定
供
給
の
確
保

ど
ん
な
社
会
環
境
で
も
日

本
の
食
卓
を
支
え
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
関
係
者
の

取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

（

）
内
は
２３
年
度
当
初
予

算
額
。

食
料
の
安
定
供
給
の
確
保

に
向
け
た
構
造
転
換
と
し

て
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
等
３
０
５
０
億
円

（
同
額
）
。
持
続
的
生
産
強

化
対
策
事
業
１
７
７
億
円

（
１
６
０
億
円
）
な
ど
。

生
産
資
材
の
確
保
・
安
定

供
給
と
し
て
、
国
内
資
源
の

肥
料
利
用
拡
大
３６
億
円（
―
）

な
ど
。

農
業
の
持
続
的
な
発
展

若
者
や
意
欲
あ
る
農
業
者

が
夢
を
持
っ
て
農
業
に
取
り

組
め
る
よ
う
な
環
境
を
整
備

す
る
。

新
規
就
農
の
推
進
、
教
育

の
充
実
、
労
働
力
を
確
保
す

る
た
め
の
環
境
整
備
な
ど
と

し
て
、
新
規
就
農
者
の
育
成

２
２
１
億
円
（
１
９
２
億

円
）
。

生
産
性
の
向
上
に
資
す
る

ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
用
化
な

ど
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
の
開
発
、
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
へ
の
総
合
的
支
援
１
０

０
億
円
（
４０
億
円
）
。

家
畜
伝
染
病
、
病
害
虫
等

へ
の
対
応
強
化
と
し
て
、
家

畜
衛
生
等
総
合
対
策
９２
億
円

（
８９
億
円
）
。

農
村
の
振
興
（
農
村
の
活

性
化
）

元
気
で
豊
か
な
農
村
を
次

世
代
に
継
承
す
る
。

農
泊
地
域
へ
の
支
援
・
６

次
産
業
化
・
農
福
連
携
等
の

農
山
漁
村
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
、
地
域
づ
く
り
人

材
の
育
成
、
中
山
間
地
域
等

に
お
け
る
農
用
地
保
全
を
軸

と
し
た
最
適
な
土
地
利
用
の

推
進
と
し
て
、
農
山
漁
村
振

興
交
付
金
１
１
７
億
円
（
９１

億
円
）
。

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
に
よ
る
環
境
負
荷
低
減

に
向
け
た
取
り
組
み
強
化

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
世
界
的
浸
透

を
踏
ま
え
た
農
業
者
等
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
す
る
。

環
境
負
荷
低
減
と
高
い
生

産
性
を
両
立
す
る
新
品
種
・

技
術
の
開
発
、
環
境
負
荷
低

減
の
取
り
組
み
を
支
え
る
事

業
者
の
施
設
整
備
支
援
と
し

て
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
実
現
技
術
開
発
・
実

証
事
業
６８
億
円（
３２
億
円
）。

農
水
省
は
８
月
３０
日
、
佐

賀
県
唐
津
市
内
の
養
豚
場
で

豚
熱
が
発
生
し
た
と
発
表
し

た
。
１８
年
９
月
に
国
内
で
再

発
生
し
て
か
ら
は
、
九
州
で

の
発
生
は
初
め
て
。
翌
３１
日

に
も
同
市
の
養
豚
場
で
発
生

し
た
が
、
養
豚
場
を
は
じ
め

関
係
者
に
よ
る
迅
速
な
殺
処

分
等
に
よ
り
、
現
在
（
９
月

１１
日
時
点
）
ま
で
他
の
発
生

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
の
九
州
に
お
け
る
豚

熱
対
策
と
し
て
、
九
州
７
県

（
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
長
崎

県
、
熊
本
県
、
大
分
県
、
宮

崎
県
、
鹿
児
島
県
）
を
ワ
ク

チ
ン
接
種
推
奨
地
域
に
設
定

し
、
速
や
か
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

各
県
に
お
い
て
は
、
ワ
ク

チ
ン
の
打
ち
手
確
保
の
た

め
、
家
畜
防
疫
員
に
加
え
、

民
間
獣
医
師
の
知
事
認
定
や

研
修
等
を
進
め
、
登
録
飼
養

衛
生
管
理
者
に
よ
る
接
種
を

進
め
る
。
登
録
飼
養
衛
生
管

理
者
に
よ
る
接
種
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
制
度
を
活
用
し

て
い
る
県
の
実
例
を
参
考

に
、
速
や
か
に
研
修
な
ど
を

開
始
す
る
よ
う
調
整
す
る
。

す
で
に
ワ
ク
チ
ン
製
造
メ

ー
カ
ー
に
増
産
を
依
頼
し
て

お
り
、
全
県
へ
の
供
給
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

九
州
に
お
い
て
は
、
野
生

イ
ノ
シ
シ
に
お
け
る
感
染
は

確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
野

生
イ
ノ
シ
シ
の
サ
ー
ベ
イ
ラ

ン
ス
及
び
捕
獲
を
強
化
し
て

い
く
。
経
口
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
は
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
に

お
け
る
症
状
が
分
か
り
に
く

く
な
る
な
ど
、
サ
ー
ベ
イ
ラ

ン
ス
を
妨
げ
て
し
ま
う
た

め
、
現
状
、
各
県
に
お
い
て

は
、
飼
養
豚
へ
の
豚
熱
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
優
先
的
に
実
施

し
て
い
く
。

一
方
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
の

感
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に

は
、
感
染
拡
大
の
防
止
の
た

め
早
急
に
経
口
ワ
ク
チ
ン
を

散
布
す
る
。

各
農
場
に
お
い
て
は
、
改

め
て
飼
養
衛
生
管
理
を
徹
底

し
、
豚
熱
の
ま
ん
延
を
阻
止

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
６

面
に
関
連
記
事
）
。

農
水
予
算
２０
％
増
の
２
兆
７２０９
億
円

竣工竣工

２４
年
度
概
算
要
求
食
料
安
全
保
障
強
化
へ

ゼンカイミート㈱
人吉食肉センター
ゼンカイミート㈱
人吉食肉センター

速やかにワクチンと衛生管理徹底を

豚熱が九州で発生

・「食料・農業 知っておきたい話」―１２５―（２面）
・みんなで難局乗り切ろう！「栃木開拓家族親睦会」（３面）
・シートベルト着用徹底を―秋の農作業安全確認運動（４面）
・AIの目でイネ収穫量の簡単・迅速推定（５面）
・豚熱 新たなワクチン指針公表 （６面）
・農場拝見 秋田県にかほ市 上の山放牧場（７面）
・畜産物需給見通し （８面）

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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農
水
省
が
決
定
し
た
２４
年

度
農
林
水
産
関
係
予
算
概
算

要
求
の
う
ち
、
畜
産
・
酪
農

関
係
の
主
な
事
業
と
要
求
額

は
次
の
と
お
り
。
要
求
額
の

（

）
内
は
２３
年
度
当
初
予

算
額
。

「
畜
産
・
酪
農
の
生
産
基

盤
の
強
化
」

①
畜
産
生
産
体
制
の
強
化

６
億
円
（
４
億
円
）

肉
用
牛
の
早
期
出
荷
の
推

進
、
家
畜
の
改
良
・
増
殖
、

繁
殖
肥
育
一
貫
経
営
の
育
成

等
に
よ
る
繁
殖
基
盤
の
強

化
、
和
牛
の
信
頼
確
保
の
た

め
の
遺
伝
子
型
の
検
査
等
を

支
援
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
畜

産
経
営
体
の
生
産
性
の
向
上

８
億
円
（
７
億
円
）

酪
農
・
肉
用
牛
経
営
の
省

力
化
に
資
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
、

Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の
先
端
技

術
の
導
入
、
畜
産
関
係
団
体

や
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
等
が
連
携

し
、
生
産
関
連
情
報
を
集
約

し
、
活
用
す
る
体
制
を
整
備

す
る
取
り
組
み
等
を
支
援
。

③
畜
産
・
酪
農
に
お
け
る

環
境
負
荷
低
減
等
の
取
り
組

み
の
推
進

環
境
負
荷
軽
減
型
持
続
的

生
産
支
援
事
業
６３
億
円
（
６３

億
円
）
、
農
山
漁
村
地
域
整

備
交
付
金
９
２
１
億
円
の
内

数（
７
７
４
億
円
の
内
数
）、

持
続
可
能
性
配
慮
型
畜
産
推

進
事
業
１
億
円
（
１
億
円
）

酪
農
・
肉
用
牛
経
営
が
行

う
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
等
の

取
り
組
み
、
家
畜
排
せ
つ
物

処
理
施
設
の
機
能
の
強
化
等

を
支
援
。

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

に
関
す
る
新
た
な
国
の
飼
養

管
理
指
針
の
普
及
、
畜
産
Ｇ

Ａ
Ｐ
取
り
組
み
等
を
支
援
。

④
酪
農
生
産
基
盤
の
強
化

２２
億
円
（
―
）

生
乳
需
給
の
改
善
を
図
る

た
め
、
国
産
チ
ー
ズ
の
よ
う

に
需
要
の
見
込
め
る
牛
乳
・

乳
製
品
の
消
費
拡
大
に
資
す

る
取
り
組
み
を
支
援
。

「
国
産
飼
料
の
生
産
・
利

用
拡
大
、飼
料
の
安
定
供
給
」

①
国
産
飼
料
の
生
産
・
利

用
拡
大
（
再
掲
）

１６
億
円
（
―
）

稲
わ
ら
を
含
む
国
産
飼
料

の
生
産
・
利
用
拡
大
に
向
け

た
耕
畜
連
携
等
に
よ
る
土
地

利
用
の
推
進
、
飼
料
生
産
組

織
の
強
化
等
に
よ
る
担
い
手

の
強
化
、
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
等
の
単
収
向
上
・
増
産

の
取
り
組
み
を
支
援
。

②
草
地
関
連
基
盤
整
備

〈
公
共
〉
３
９
８
０
億
円
の

内
数（
３
３
２
３
億
円
内
数
）

畜
産
経
営
規
模
の
拡
大
や

畜
産
主
産
地
の
形
成
に
資
す

る
飼
料
生
産
の
基
盤
整
備
等

を
推
進
。

「
経
営
安
定
対
策
の
充
実
」

①
畜
産
・
酪
農
経
営
安
定

対
策

２
２
９
３
億
円
（
２
２
６
５

億
円
）

畜
種
ご
と
の
特
性
に
応
じ

て
、
肉
用
子
牛
生
産
者
補
給

金
、
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定

交
付
金
（
牛
マ
ル
キ
ン
）
、

肉
豚
経
営
安
定
交
付
金
（
豚

マ
ル
キ
ン
）
、
加
工
原
料
乳

生
産
者
補
給
金
、
鶏
卵
生
産

者
経
営
安
定
対
策
事
業
等
に

よ
り
、
畜
産
・
酪
農
経
営
の

安
定
を
支
援
。

「
家
畜
伝
染
病
、
病
害
虫

等
へ
の
対
応
強
化
」

①
家
畜
衛
生
等
総
合
対
策

９２
億
円
（
８９
億
円
）

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基

づ
き
、
殺
処
分
を
し
た
家
畜

等
に
対
す
る
手
当
金
や
、
都

道
府
県
の
防
疫
措
置
等
に
対

す
る
負
担
金
を
交
付
す
る
ほ

か
、
家
畜
の
伝
染
性
疾
病
の

侵
入
防
止
の
た
め
の
水
際
で

の
検
疫
措
置
等
を
支
援
。

②
消
費
・
安
全
対
策
交
付

金２５
億
円
（
２０
億
円
）

豚
熱
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
発
生
予
防
の
た
め
、

農
場
の
分
割
管
理
の
導
入
や

衛
生
管
理
の
向
上
、
野
生
動

物
対
策
の
強
化
等
を
支
援
。

日
本
中
が
猛
暑
で
悲
鳴
を
上

げ
、
農
畜
産
物
へ
の
被
害
も
顕
著

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
肥
料
、
飼
料
、

燃
料
な
ど
の
生
産
資
材
の
高
騰
で

赤
字
に
苦
し
む
農
家
に
「
追
い
討

ち
」
の
減
産
で
北
海
道
と
日
本
の

酪
農
・
農
業
の
赤
字
が
膨
ら
ん
で

い
る
。
価
格
が
上
が
っ
て
も
コ
ス

ト
高
は
吸
収
で
き
ず
、
廃
業
が
加

速
し
か
ね
な
い
。
減
産
が
さ
ら
に

進
み
、
牛
乳
・
バ
タ
ー
不
足
の
懸

念
も
現
実
味
を
帯
び
て
い
る
。

▽
食
料
自
給
率
２
２
３
％
の
北
海

道
と
０
％
の
東
京

今
年
は
「
異
常
」
な
猛
暑
だ
と

気
象
関
係
者
が
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
も
、
「
異
常
」
の
頻
度
が
高

ま
り
、
何
十
年
に
一
度
が
数
年
に

一
度
と
「
通
常
」
化
し
つ
つ
あ
る

こ
と
も
懸
念
を
増
幅
さ
せ
て
い

る
。
特
に
、
日
本
の
最
大
の
食
料

基
地
で
、
「
日
本
の
台
所
」
と
も

言
え
る
北
海
道
の
猛
暑
の
影
響

は
、
日
本
全
体
に
及
ぼ
す
イ
ン
パ

ク
ト
が
大
き
い
。

数
字
で
確
認
す
る
と
、
北
海
道

の
食
料
自
給
率
は
２
２
３
％
で
、

東
京
の
自
給
率
は
四
捨
五
入
す
る

と
０
％
（
０
・
４９
％
）
で
あ
る
。

北
海
道
の
国
内
シ
ェ
ア
は
、
小
麦

６５
％
、
大
豆
４１
％
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

８０
％
、
タ
マ
ネ
ギ
６２
％
、
カ
ボ
チ

ャ
４１
％
、ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
３８
％
、

牛
乳
５６
％
な
ど
極
め
て
大
き
い
。

こ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
重
大

で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
、
中

国
の
「
爆
買
い
」
、
世
界
的
な
異

常
気
象
の
頻
発
（
通
常
気
象
化
）

に
よ
る
不
作
な
ど
で
、
輸
出
規
制

も
起
こ
り
、
海
外
か
ら
い
つ
で
も

安
く
食
料
を
調
達
で
き
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
う
い
う
中
で
、
国
内
の
食
料

の
多
く
を
依
存
し
て
い
る
北
海
道

の
生
産
が
減
少
し
た
ら
、
日
本
の

消
費
者
、
特
に
、
自
給
率
ゼ
ロ
の

東
京
な
ど
の
住
民
は
食
料
不
足

で
、
飢
え
か
ね
な
い
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

▽
赤
字
の
酪
農
家
に「
追
い
討
ち
」

酪
農
家
は
飼
料
、
燃
料
な
ど
の

価
格
高
騰
で
赤
字
に
苦
し
み
、
さ

ら
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う

に
、
猛
暑
で
、
少
な
く
と
も
１
割
、

多
い
と
３
割
、
平
均
的
に
は
２
割

前
後
も
乳
量
が
減
っ
て
、
赤
字
が

膨
ら
ん
で
い
る
。
牛
乳
価
格
は
小

売
セ
ク
タ
ー
が
価
格
形
成
の
「
起

点
」
に
な
っ
て
い
て
、
な
か
な
か

酪
農
家
の
販
売
乳
価
が
上
が
ら

ず
、
乳
価
上
昇
は
赤
字
解
消
に
と

て
も
追
い
つ
い
て
い
な
い
と
こ
ろ

に
、
さ
ら
に
赤
字
幅
が
拡
大
す
る

事
態
に
な
っ
て
き
た
。

メ
ー
カ
ー
と
酪
農
家
と
の
取
引

乳
価
は
、
年
一
回
の
改
定
を
基
本

と
し
て
い
る
が
、
生
乳
生
産
１
㌕

当
た
り
の
赤
字
が
約
３０
円
と
の
試

算
も
あ
る
中
、
昨
年
の
１１
月
、
今

年
の
８
月
に
も
１０
円
ず
つ
、
計
２０

円
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
ま
だ
、

少
な
く
と
も
１０
円
の
赤
字
が
解
消

し
な
い
。
加
工
原
料
乳
価
は
１０
円

の
引
き
上
げ
だ
け
な
の
で
、
加
工

比
率
８０
％
の
北
海
道
は
さ
ら
に
苦

し
い
。
そ
こ
に
、
こ
の
猛
暑
に
よ

る
減
産
が
直
撃
し
た
。

▽
供
給
不
足
の
懸
念

北
海
道
の
牛
乳
生
産
は
全
国
の

６
割
近
く
を
占
め
、
都
府
県
で
も

猛
暑
で
の
減
産
が
続
い
て
い
る
。

９
月
か
ら
学
校
給
食
が
始
ま
っ
た

ら
、
全
国
的
な
牛
乳
不
足
が
顕
在

化
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
し

か
も
、
牛
乳
は
過
剰
だ
と
の
短
絡

的
判
断
で
、
乳
牛
を
全
国
で
４
万

頭
も
処
分
す
る
の
を
奨
励
す
る
政

策
を
や
っ
て
し
ま
っ
た
矢
先
だ
。

し
ぼ

子
牛
が
生
ま
れ
て
乳
が
搾
れ
る
よ

う
に
な
る
ま
で
に
は
、
３
年
近
く

か
か
る
の
で
、
増
産
は
間
に
合
わ

な
い
。
さ
ら
に
、
赤
字
で
廃
業
す

る
酪
農
家
も
増
え
て
し
ま
う
と
、

再
び
、
バ
タ
ー
が
足
り
な
い
、
と

い
っ
た
事
態
も
起
こ
り
う
る
。

筆
者
も
ス
タ
ジ
オ
で
解
説
し
た

Ｔ
Ｂ
Ｓ
「
ひ
る
お
び
」
（
８
月
２９

日
放
送
）
で
は
、
北
海
道
の
カ
ボ

チ
ャ
な
ど
に
も
猛
暑
に
よ
る
大
き

な
被
害
が
出
て
、
大
量
の
廃
棄
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
も
報
道
さ
れ

た
が
、
カ
ボ
チ
ャ
も
北
海
道
が
全

国
の
４０
％
強
を
生
産
し
て
い
る
の

で
影
響
が
大
き
い
。
し
か
し
、
他

の
農
産
物
と
同
様
、
値
段
が
上
が

っ
て
も
、
肥
料
や
燃
料
な
ど
の
コ

ス
ト
高
で
農
家
の
所
得
は
減
っ
て

い
る
の
で
、
ど
ん
ど
ん
増
産
が
進

め
ら
れ
る
状
態
で
は
な
い
。

コ
メ
に
つ
い
て
も
、猛
暑
で
、北

海
道
の
み
な
ら
ず
、
主
産
地
の
新

潟
や
東
北
各
県
で
も
、
不
作
に
な

る
可
能
性
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

す
で
に
、
肥
料
や
燃
料
な
ど
の
高

騰
で
所
得
が
ゼ
ロ
、つ
ま
り
、自
身

の
労
働
報
酬
が
な
く
、
た
だ
働
き

状
態
の
稲
作
経
営
が
大
半
を
占
め

て
い
る
。
コ
メ
の
取
引
価
格
は
上

が
る
見
込
み
が
あ
る
が
、
一
気
に

赤
字
が
解
消
し
、
将
来
的
に
増
産

が
進
め
ら
れ
る
状
況
で
は
な
い
。

▽
農
家
も
消
費
者
も
苦
し
い
中
、

政
策
の
役
割
に
期
待

農
家
の
赤
字
が
解
消
で
き
る
だ

け
の
取
引
価
格
の
引
き
上
げ
は
可

能
か
。
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ガ
リ
ム
Ⅱ

法
に
な
ら
っ
て
政
府
が
価
格
転
嫁

を
促
す
と
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、

実
効
性
は
疑
問
で
あ
る
。
消
費
者

も
更
な
る
値
上
げ
は
こ
た
え
る
。

農
家
が
生
産
を
継
続
で
き
、
消
費

者
も
適
正
な
価
格
で
買
え
る
よ
う

に
す
る
に
は
、
民
間
だ
け
の
責
任

に
せ
ず
、
農
家
に
必
要
な
額
と
消

費
者
が
支
払
え
る
額
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
政
策
的
に
埋
め
る
仕
組
み
が

今
こ
そ
必
要
で
は
な
い
か
。

つ
ま
り
、
最
も
状
況
の
厳
し
い

酪
農
の
実
態
を
踏
ま
え
、
も
う
一

度
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
る
と
、

①
飼
料
や
燃
料
の
高
騰
で
赤
字
の

酪
農
家
が
、
猛
暑
に
よ
る
減
産
で

か
さ

さ
ら
に
赤
字
が
嵩
ん
で
い
る
。

②
乳
価
は
す
ぐ
に
上
が
ら
な
い

中
、
減
産
と
廃
業
に
よ
る
供
給
不

足
の
懸
念
が
生
じ
て
い
る
。

③
牛
を
４
万
頭
も
処
分
す
る
事
業

が
供
給
減
を
増
幅
し
て
い
る
。

④
酪
農
家
も
限
界
、
消
費
者
も
苦

し
い
中
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め

る
政
策
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。

―
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第125回

農
水
省
は
８
月
３１
日
、
２４

年
度
の
税
制
改
正
要
望
を
決

め
た
。
主
要
事
項
は
次
の
と

お
り
。

①
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
等

を
活
用
し
た
、
生
産
性
の
高

い
食
料
供
給
体
制
の
確
立
に

向
け
た
税
制
上
の
所
要
の
措

置
（
所
得
税
・
法
人
税
、
登

録
免
許
税
）
。

②
森
林
整
備
を
一
層
推
進

す
る
た
め
の
森
林
環
境
譲
与

税
の
譲
与
基
準
の
見
直
し

（
森
林
環
境
譲
与
税
）
。

③
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
法
に
基
づ
く
実
施
計
画
の

認
定
を
受
け
た
場
合
の
、
環

境
負
荷
低
減
事
業
活
動
用
資

産
等
の
特
別
償
却
の
２
年
延

長
（
所
得
税
・
法
人
税
）
。

④
輸
出
促
進
法
に
基
づ
く

輸
出
事
業
計
画
の
認
定
を
受

け
た
場
合
の
、
輸
出
事
業
用

資
産
の
割
増
償
却
（
機
械
・

装
置
３０
％
、
建
物
等
３５
％
）

の
２
年
延
長
（
所
得
税
・
法

人
税
）
。

⑤
軽
油
引
取
税
の
課
税
免

除
の
特
例
措
置
の
３
年
延
長

（
軽
油
引
取
税
）
。

ホ
ク
レ
ン
は
８
月
３１
日
、

２３
年
１２
月
１
日
取
引
分
よ
り

バ
タ
ー
仕
向
け
と
生
ク
リ
ー

ム
向
け
の
用
途
別
原
料
乳
価

格
を
６
円
／
㌕
上
げ
る
こ
と

で
乳
業
メ
ー
カ
ー
と
概
ね
合

意
し
た
、
と
発
表
。
今
回
は

需
要
の
少
な
い
脱
脂
粉
乳
向

け
は
据
え
置
き
と
な
る
。

製
造
上
、
バ
タ
ー
を
作
れ

ば
脱
脂
粉
乳
も
で
き
る
。
需

要
が
堅
調
な
バ
タ
ー
向
け
の

み
の
異
例
の
決
着
だ
っ
た
。

８
月
か
ら
飲
用
等
向
け
に

つ
い
て
１０
円
／
㌕
引
き
上
げ

た
が
、
乳
製
品
向
け
に
つ
い

て
は
継
続
協
議
と
な
っ
て
い

た
。
交
渉
が
難
航
し
た
の

は
、
８
月
の
値
上
げ
に
よ
る

需
給
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

た
か
ら
だ
。

Ｊ
ミ
ル
ク
需
給
短
信
（
８

月
３１
日
付
）
に
よ
る
と
、
牛

乳
類
ト
ー
タ
ル
の
販
売
個
数

が
前
年
同
期
比
で
４
％
減
と

な
っ
て
い
る
。
牛
乳
販
売
価

格
は
、
値
上
げ
前
（
７
月
２４

日
の
週
）
の
２
０
７
・
８
円

／
本
か
ら
１８
・
１
円
増
の
２

２
５
・
０
円
／
本
だ
っ
た
。

２４
年
度
農
水
予
算
概
算
要
求
の
概
要（
畜
産
・
酪

農
関
係

）

２４
年
度
農
水
予
算
概
算
要
求
の
概
要（
畜畜
産産
・・
酪酪

農農
関関
係係

）

２４
年
度
農
水
省
税
制
改
正
要
望

バター・生クリーム６円上げ

脱脂粉乳は在庫増で据え置き
ホクレン 乳製品乳価

猛暑が酪農家などの赤字を増幅
～政策出動が急がれる～
東京大学教授 鈴木宣弘氏
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栃
木
県
開
拓
農
業
協
同
組

合（
以
下
、
栃
木
開
拓
農
協
）

は
８
月
２５
日
、
４
年
ぶ
り
と

な
る「
栃
木
開
拓
農
協
畜
産

農
家
家
族
親
睦
会
」
を
開
催

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
途
絶
え

て
い
た
、
開
拓
家
族
の
交
流

を
深
め
る
催
し
が
久
々
に
開

催
さ
れ
、活
気
溢
れ
る
交
流
、

情
報
交
換
の
場
と
な
っ
た
。

参
加
者
は
、乳
肉
協
議
会
、

養
豚
協
議
会
の
会
員
農
家
や

地
域
の
獣
医
師
、
農
協
役
職

員
、
全
開
連
な
ど
、
栃
木
の

開
拓
畜
産
を
支
え
る
総
勢
７０

名
が
顔
を
揃
え
た
。

栃
木
開
拓
農
協
の
菊
地
文

夫
組
合
長
と
那
須
箒
根
酪
農

協
の
藤
田
与
一
組
合
長
は
、

共
に
、
「
４
年
ぶ
り
に
み
ん

な
で
集
ま
る
こ
と
が
出
来
る

こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
う
」

と
喜
び
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

し
た
つ
づ
み

☆
自
慢
の
食
材
に
舌
鼓

栃
木
開
拓
の
生
産
者
が
丹

精
を
込
め
て
生
産
し
た
肉
や

野
菜
な
ど
が
存
分
に
使
用
さ

れ
た
、
牛
肉
ス
テ
ー
キ
、
粗

び
き
ウ
イ
ン
ナ
ー
、
メ
ン
チ

カ
ツ
、
串
カ
ツ
、
豚
し
ゃ
ぶ

茶
漬
け
、
ギ
ョ
ウ
ザ
、
チ
ャ

ー
シ
ュ
ー
、ス
イ
カ
な
ど
が
、

参
加
者
に
振
る
舞
わ
れ
た
。

☆
３
世
代
家
族
た
ち
の

家
族
自
慢

そ
の
後
、
招
待
者
紹
介
・

農
場
紹
介
が
行
わ
れ
、
各
農

場
の
家
族
が
揃
い
、
壇
上
で

拡
声
器
を
片
手
に
家
族
と
農

場
の
紹
介
を
行
っ
た
。
子
ど

も
た
ち
の
明
る
い
笑
い
声
も

聞
こ
え
る
３
世
代
が
集
う
元

気
な
姿
に
、
参
加
者
か
ら
も

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
た
。

肉
用
牛
農
家
も
酪
農
家

も
、
飼
料
代
・
電
気
代
な
ど

の
高
騰
に
頭
を
悩
ま
せ
な
が

ら
も
何
と
か
耐
え
て
い
る
こ

と
や
、
家
族
で
協
力
し
合
っ

て
経
営
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
話
し
た
。
ま
た
、
参
加
者

の
１
人
で
あ
る
齋
藤
典
子
さ

ん
は
、
数
々
の
開
拓
関
係
の

役
職
を
兼
任
し
、
市
議
会
議

員
に
当
選
。
地
域
の
要
望
を

い
つ
で
も
伝
え
て
ほ
し
い
と

明
る
く
訴
え
か
け
た
。

☆
ビ
ン
ゴ
大
会
で
盛
り

上
が
り
、
万
歳
三
唱
へ

ご
ち
そ
う
を
堪
能
し
た
後

は
、
ビ
ン
ゴ
大
会
へ
。
景
品

も
栃
木
開
拓
で
生
産
さ
れ
た

お
肉
や
お
米
な
ど
、
豪
華
な

賞
品
が
用
意
さ
れ
、
出
席
者

は
夢
中
で
ゲ
ー
ム
に
取
り
組

み
、
勝
ち
残
っ
た
出
席
者
に

贈
呈
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
宴
も
た
け
な
わ

の
中
、
あ
っ
と
い
う
間
に
親

睦
会
は
終
了
へ
。
「
厳
し
い

状
況
だ
が
、
戦
後
開
拓
農
家

同
士
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

ろ
う
！
」
と
、
万
歳
三
唱
を

行
い
、
最
後
に
は
集
合
写
真

を
撮
影
し
、
閉
会
と
な
っ
た

（
写
真
）
。

久
々
の
開
催
と
な
っ
た
今

回
の
家
族
親
睦
会
。
元
気
に

戦
後
開
拓
農
家
の
絆
を
深
め

合
う
場
が
、
毎
年
開
催
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

岩
手
県
滝
沢
市
産
業
ま
つ

り
実
行
委
員
会
は
８
月
２６
〜

２７
日
の
両
日
、
滝
沢
市
の
複

合
施
設
「
ビ
ッ
グ
ル
ー
フ
滝

沢
」
に
お
い
て
「
滝
祭
２
０

２
３
」
を
開
催
し
、
地
元
産

品
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た
。

市
の
活
力
あ
る
産
業
の
振
興

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
滝

沢
市
民
や
周
辺
住
民
が
多
数

来
場
し
て
賑
わ
っ
た
。

岩
手
花
平
農
協
は
コ
ロ
ナ

禍
で
中
断
し
て
お
り
、
４
年

ぶ
り
の
参
加
と
な
っ
た
。

同
農
協
は
毎
年
地
元
産
の

牛
乳
の
試
飲
会
や
、
ま
た
全

開
連
東
日
本
支
所
と
合
同
で

開
拓
交
雑
種
牛
の
試
食
会
を

開
い
て
お
り
、
試
食
会
で
は

焼
肉
を
振
る
舞
っ
た
。
試
食

に
供
さ
れ
た
の
は
、
同
農
協

組
合
員
の
高
瀬
和
則
さ
ん
が

生
産
し
た
開
拓
交
雑
種
雌
牛

の
モ
モ
肉
約
２０
㌕
。
試
食
の

時
間
に
な
る
と
大
勢
の
人
が

行
列
を
作
り
、
お
い
し
い
牛

肉
を
食
べ
て
暑
さ
を
吹
き
飛

ば
し
て
い
た
。

牛
乳
の
試
飲
で
は
、
２
日

間
で
１
６
８
本
／
㍑
と
ヨ
ー

グ
ル
ト
約
２０
㌕
が
用
意
さ

れ
、
消
費
者
に
牛
乳
・
乳
製

品
の
お
い
し
さ
と
価
値
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

農
水
省
は
８
月
７

日
、
２２
年
度
食
料
需

給
表
（
概
算
）
を
公

表
し
た
。
畜
産
物
の

う
ち
肉
類
（
牛
・
豚

・
鶏
肉
、
そ
の
他
の

肉
）
の
重
量
ベ
ー
ス

の
自
給
率
（
国
内
生

産
量
／
国
内
消
費
仕

向
量
×
１
０
０
）
が

３
年
連
続
で
５３
％
に

と
ど
ま
っ
た
。

牛
肉
は
、
自
給
率

３９
％
と
前
年
よ
り
２

㌽
上
昇
し
た
が
、
国

民
１
人
・
１
年
当
た

り
供
給
純
食
料
（
消
費
に
直

接
利
用
可
能
な
形
態
の
数

量
）
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た

（
表
）
。

肉
類
の
国
内
生
産
量
は
３

４
７
万
３
千
㌧
（
前
年
度
比

０
・
３
㌽
減
）
で
、
輸
入
量

が
３
１
２
万
９
千
㌧
（
０
・

３
㌽
減
）
だ
っ
た
。
国
内
生

産
量
と
輸
入
量
の
合
計
か
ら

輸
出
量
１
万
６
千
㌧
を
差
し

引
き
、
在
庫
の
増
減
量
を
考

慮
し
て
算
出
し
た
「
国
内
消

費
仕
向
量
」
が
６
５
０
万
８

千
㌧
で
、
こ
の
結
果
、
肉
類

の
自
給
率
は
５３
％
と
な
っ

た
。品

目
別
に
み
る
と
、
牛
肉

は
国
内
生
産
量
４９
万
７
千
㌧

（
３
・
５
㌽
増
）
、
国
内
消

費
仕
向
量
１
２
５
万
９
千
㌧

（
０
・
６
㌽
減
）
で
自
給
率

が
３９
％
（
２
㌽
増
）
。
豚
肉

は
国
内
生
産
量
１
２
８
万
７

千
㌧
（
２
・
４
㌽
減
）
で
自

給
率
が
４９
％
（
同
率
）
、
鶏

肉
の
自
給
率
が
６６
％
（
１
㌽

増
）
だ
っ
た
。
ま
た
、
鶏
卵

の
自
給
率
が
９７
％（
同
率
）、

牛
乳
・
乳
製
品
の
自
給
率
は

６２
％
（
１
㌽
減
）
と
な
っ

た
。

の

ぼ

の

三
重
県
亀
山
市
の
能
褒
野

開
拓
は
、三
重
県
の
北
部
で
、

古
墳
が
多
く
発
見
さ
れ
て
い

る
地
域
に
あ
る
。

こ
の
地
に
「
古
事
記
」
や

「
日
本
書
紀
」
に
登
場
す
る

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
の

墓
と
さ
れ
る
「
能
褒
野
王
塚

古
墳
」
が
あ
る
。
ヤ
マ
ト
タ

ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
は
、
東
国
遠

征
の
帰
還
途
中
に
「
伊
勢
国

能
褒
野
」
で
病
死
し
た
と
さ

れ
る
。

こ
の
古
墳
は
４
世
紀
後
半

築
造
と
み
ら
れ
、全
長
９０
㍍
、

高
さ
９
㍍
の
規
模
で
、
こ
の

地
域
最
大
の
前
方
後
円
墳

だ
。
平
安
時
代
以
降
、
ヤ
マ

ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
の
墓
は

不
明
だ
っ
た
が
、
１
８
７
９

（
明
治
１２
）
年
に
内
務
省
に

よ
っ
て
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ

コ
ト
の
墓
で
あ
る
と
定
め
ら

れ
、
今
日
で
も
宮
内
庁
に
よ

り
管
理
さ
れ
て
い
る
。

太
平
洋
戦
争
時
は
こ
こ

に
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
育
て
る

た
め
の
北
伊
勢
陸
軍
飛
行
場

が
あ
っ
た
。
戦
局
が
悪
化
す

る
と
、
特
攻
隊
員
を
育
て
る

訓
練
場
と
な
っ
て
い
っ
た
。

古
代
か
ら
昭
和
に
至
る
ま

で
、
様
々
な
時
代
の
流
れ
を

観
て
き
た
こ
の
地
に
開
拓
者

が
入
植
し
た
の
が
４６
年
。
海

外
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
や
元

軍
人
な
ど
１
０
０
名
が
、
約

２
・
２７
平
方
㌖
の
飛
行
場
跡

地
の
開
墾
に
当
た
っ
た
。

能
褒
野
や
隣
り
の
鈴
鹿
市

北
西
部
の
土
壌
は
「
黒
ぼ
く

土
」
と
呼
ば
れ
、
酸
性
土
壌

で
保
水
性
や
排
水
性
に
富

み
、
肥
料
持
ち
が
良
く
、
植

木
や
お
茶
の
生
産
に
適
し
て

い
た
。

６４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
契
機
に
植
木
の
需
要
が

大
い
に
高
ま
り
、
三
重
サ
ツ

キ
や
ツ
ツ
ジ
の
生
産
が
急
速

に
増
え
て
い
っ
た
。
現
在
で

は
、
植
木
全
般
に
お
い
て
、

全
国
屈
指
の
生
産
地
と
し
て

の
一
角
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
地
域
は
工
場

地
帯
で
も
あ
り
、
開
拓
地
の

一
部
は
企
業
の
工
場
な
ど
に

変
貌
を
遂
げ
て
い
る
。

８７
年
１
月
、
開
拓
４０
周
年

と
し
て
開
拓
記
念
碑（
写
真
）

が
、
能
褒
野
公
民
館
敷
地
内

に
建
て
ら
れ
た
。
碑
文
の
一

部
に
は
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ

ミ
コ
ト
伝
承
の
地
で
国
家
緊

急
開
拓
事
業
の
責
務
の
一
端

を
果
た
し
、
全
国
優
秀
開
拓

団
の
栄
誉
を
得
た
」
と
刻
ま

れ
て
い
る
。

１０
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

１０
月

２
日

全
開
連
・
全
日
本
開

拓
者
連
盟
理
事
会

３
日

全
開
連
事
業
概
況
説

明
会
（
東
京
）

５
日

同
九
州
地
区
説
明
会

（
熊
本
）

１７
日

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱

株
主
総
会

２３
日

宮
崎
県
乳
肥
農
協
枝

肉
共
進
会
（
宮
崎
）

２６
日

全
開
連
理
事
会

全
国
開
拓
振
興
協
会

理
事
会

２７
日

全
開
連
第
７５
回
通
常

総
会
・
理
事
会
・
監
事

会
全
国
肉
用
牛
枝
肉
共

励
会（
東
京
食
肉
市
場
）

国民１人・１年当たり供給純食料及び国内生産量の前年度比較

国内生産量（千㌧）

増減率
▲０．３
３．５
▲２．４
０．２
▲１．９
▲１．５

増減量
▲１１
１７
▲３１
３

▲５０
▲１１４

２２年度
３，４７３
４９７

１，２８７
１，６８１
２，５３７
７，５３２

２１年度
３，４８４
４８０

１，３１８
１，６７８
２，５８７
７，６４６

国民１人・１年当たり
供給純食料（㌕）

増減率
▲１．０
▲０．３
▲０．６
▲１．６
▲１．６
▲０．５

増減量
▲０．３
０．０
▲０．１
▲０．２
▲０．３
▲０．５

２２年度
３３．７
６．２
１３．１
１４．２
１６．９
９３．９

２１年度
３４．０
６．２
１３．２
１４．４
１７．２
９４．４

種別・品目別

肉 類
牛肉
豚肉
鶏肉

鶏 卵
牛乳・乳製品

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難
局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局
乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

みみ
んん
なな
でで
難難
局局
乗乗
りり
切切
ろろ
うう
！！

肉
類
自
給
率
伸
び
ず
３
年
連
続
５３
％

２２
年
度
食
料
需
給
表
牛
肉
３９
％

「
栃
木
開
拓
家
族
親
睦
会
」久
々
の
開
催

笑顔あふれる家族親睦会参加者の皆さん

や ま と た け る のみこと

日本武尊が眠る地で植木
の ぼ の

三重県亀山市・能褒野開拓

牛
乳
・
牛
肉
試
食
で
ア
ピ
ー
ル

岩手花平農協ブースで牛乳・牛肉
アピール

「
滝
祭
２
０
２
３
」岩
手
花
平
農
協
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農
水
省
は
８
月
２３
日
、「
２３

年
秋
の
農
作
業
安
全
確
認
運

動
推
進
会
議
」を
開
催
し
た
。

運
動
期
間
は
、
農
繁
期
と
な

る
９
月
１
日
〜
１０
月
３１
日
。

対
面
で
の
開
催
は
、
２０
年
２

月
以
来
で
、
３
年
半
ぶ
り
と

な
っ
た
。

冒
頭
、
藤
木
政
務
官
は
、

「
事
故
率
の
高
い
他
産
業
は

減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
農
業

の
み
増
加
傾
向
が
続
い
て
い

る
。
近
年
は
農
作
業
中
に
熱

中
症
で
亡
く
な
る
方
も
多

い
。
事
故
に
注
意
す
る
意
識

を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶

を
行
っ
た
。

▼
機
械
事
故
依
然
多
く

２１
年
の
農
作
業
中
に
亡
く

な
っ
た
農
業
者
は
２
４
２
人

で
、
う
ち
農
業
機
械
作
業
に

よ
る
死
亡
者
が
１
７
１
人

と
、
事
故
全
体
の
７０
・
７
％

を
占
め
て
い
る
。
機
械
作
業

死
亡
事
故
の
要
因
は
「
機
械

の
転
落
・
転
倒
」
が
最
も
多

く
、
４９
・
１
％
を
占
め
る
。

ま
た
、
２３
年
春
の
農
作
業

安
全
確
認
運
動
期
間
中
の
事

故
削
減
に
向
け
た
声
か
け
運

動
は
、
人
か
ら
人
へ
（
農
業

指
導
・
講
習
会
な
ど
）
が
延

べ
約
１８
万
人
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ラ

ジ
オ
、
広
報
誌
な
ど
の
メ
デ

ィ
ア
を
活
用
し
た
声
か
け
が

延
べ
約
１
９
０
万
人
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
乗
用
型

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
転
落
・

転
倒
対
策
な
ど
を
促
す
取
り

組
み
を
行
っ
た
。

▼
全
国
で
着
実
な
安
全
確

認
の
声
か
け
を

地
域
に
よ
り
声
か
け
の
実

施
に
ム
ラ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
よ
り
全
国
的
な
取
り
組

み
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
地
域
で
行
わ
れ
る
研
修

会
で
、
農
作
業
事
故
へ
の
意

識
を
高
め
る
た
め
の
研
修
会

の
日
程
リ
ス
ト
を
活
用
し
た

県
は
、
４
分
の
１
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
リ

ス
ト
の
さ
ら
な
る
活
用
を
図

る
必
要
が
あ
る
。

農
業
機
械
事
故
件
数
が
依

然
と
し
て
多
い
こ
と
か
ら
、

秋
も
「
徹
底
し
よ
う
！
農
業

機
械
の
転
落
・
転
倒
対
策
」

が
テ
ー
マ
と
な
る
。

▼
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
絶
対

締
め
よ
う

会
議
で
情
報
提
供
を
行
っ

た
（
一
社
）
日

本
農
業
機
械
化

協
会
は
、
声
か

け
運
動
を
全
国

的
に
実
施
す
る

の
と
同
時
に
、

ト
ラ
ク
タ
ー
の

運
転
時
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

締
め
て
い
る
か
な
ど
を
、
声

か
け
実
施
者
が
観
察
調
査
す

る
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
乗
用
型
ト
ラ

ク
タ
ー
の
運
転
時
に
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
る
人

は
、
全
体
の
１２
・
７
％
に
と

ど
ま
っ
た
。
装
着
率
の
高
い

県
を
除
く
と
９
・
４
％
ま
で

装
着
率
は
下
が
る
。

ま
た
、
刈
払
機
で
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
は
１５
・
９
％
、

ゴ
ー
グ
ル
は
４８
・
０
％
、
安

全
靴
は
１８
・
７
％
の
装
着
率

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
重
篤

な
事
故
を
防
ぐ
重
要
な
防
具

の
た
め
、
装
着
を
徹
底
し
た

い
。

▼
動
画
で
危
機
感
共
有
を

同
協
会
は
「
農
作
業
事
故

経
験
者
は
語
る
」
、
全
国
共

済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
は

「
農
作
業
事
故
体
験
Ｖ
Ｒ
」

な
ど
の
動
画
を
作
成
し
、
農

作
業
事
故
に
遭
っ
た
農
業
者

の
体
験
な
ど
を
紹
介
し
て
い

る
。
目
を
覆
い
た
く
な
る
よ

う
な
内
容
も
あ
る
が
、
危
機

感
を
よ
り
強
く
持
つ
た
め
、

是
非
視
聴
し
て
ほ
し
い
。

日
本
全
体
で
温
暖
化
が
益

々
進
行
し
て
お
り
、
油
断
の

で
き
な
い
暑
さ
が
続
い
て
い

る
。消

防
庁
の
公
表
デ
ー
タ
を

基
に
農
水
省
が
公
表
し
た
熱

中
症
の
救
急
搬
送
者
数
は
、

７
月
以
降
、
図
の
と
お
り
農

作
業
中
の
救
急
搬
送
だ
け
で

も
、
毎
週
２
０
０
人
近
い
人

が
搬
送
さ
れ
て
お
り
、
非
常

に
危
機
的
な
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
５
月
１
日
〜
９
月

１０
日
ま
で
の
、
農
作
業
中
に

絞
ら
な
い
救
急
搬
送
者
数
を

み
る
と
、
比
較
的
涼
し
い
地

域
で
も
、
北
海
道
で
３
２
１

０
人
（
前
年
１
０
６
９
人
）、

岩
手
県
で
１
１
９
３
人
（
４

９
９
人
）、長
野
県
で
１
２
１

０
人
（
９
１
７
人
）
な
ど
と

な
っ
て
お
り
、
前
年
の
２
〜

３
倍
ほ
ど
熱
中
症
の
救
急
搬

送
者
が
増
え
て
い
る
。

農
作
業
中
で
あ
る
か
否
か

に
関
わ
ら
ず
、
熱
中
症
は
爆

発
的
に
発
生
し
て
い
る
。
日

本
全
体
の
気
温
が
上
が
り
、

マ
ス
ク
の
着
用
機
会
が
多
い

た
め
、
涼
し
い
地
域
で
も
油

断
せ
ず
、
少
し
で
も
体
調
に

異
変
を
感
じ
た
ら
熱
中
症
対

策
を
必
ず
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

タ
キ
イ
種
苗
㈱
が
８
月
２４

日
に
公
表
し
た
「
２
０
２
３

年
度

野
菜
と
家
庭
菜
園
に

関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、

相
次
ぐ
値
上
げ
ラ
ッ

シ
ュ
で
も
、
野
菜
に

は
支
出
を
維
持
す
る

人
が
多
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。
調
査
対
象

は
、
全
国
の
男
女
６

０
０
人
。

▽
生
活
で
の
消
費

で
、
衣
料
品
な
ど
は

支
出
を
減
ら
し
た
人

が
３
割
を
超
え
た

が
、
食
料
品
は
１８
・

０
％
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
特
に
野
菜
へ

の
支
出
は
９
割
以
上

が
維
持
し
て
い
る
。

食
料
品
の
中
の
支
出

の
内
訳
は
図
の
と
お

り
。
特
に
野
菜
は
、
支
出
が

「
や
や
減
っ
た
」
「
減
っ
た
」

合
わ
せ
て
７
・
３
％
の
人
に

と
ど
ま
り
、
他
の
食
品
と
比

べ
て
支
出
が
キ
ー
プ
さ
れ

た
。値

上
が
り
へ
の
対
策
は
、

「
必
要
な
だ
け
購
入
し
て
使

い
切
る
」
４７
・
８
％
、
「
価

格
上
昇
の
影
響
の
少
な
い
食

材
を
使
う
」４１
・
７
％
、「
ま

と
め
買
い
を
行
う
」
２７
・
０

％
の
順
で
高
い
。

▽
大
人
と
子
ど
も
の
「
好

き
な
野
菜
」
は
、
大
人
は
タ

マ
ネ
ギ
が
７５
・
７
％
で
最
も

高
く
、
次
い
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ

が
７４
・
８
％
、
キ
ャ
ベ
ツ
が

７３
・
２
％
だ
っ
た
。

子
ど
も
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が

５９
・
６
％
で
最
も
高
く
、
サ

ツ
マ
イ
モ
が
５４
・
６
％
、
ト

マ
ト
が
５１
・
０
％
だ
っ
た
。

「
野
菜
が
好
き
」
な
子
ど
も

は
、
「
大
好
き
」
「
好
き
」

合
わ
せ
て
６１
・
６
％
で
、
前

年
よ
り
２
・
８
㌽
高
く
、
６

割
超
に
回
復
し
た
。

農
水
省
が
７
月
３１
日
に
公

表
し
た
「
農
業
に
お
け
る
女

性
活
躍
に
関
す
る
意
識
・
意

向
調
査
結
果
」
に
よ
る
と
、

女
性
が
農
業
で
ま
す
ま
す
活

躍
す
る
た
め
に
は
、
家
事
の

負
担
な
ど
の
軽
減
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
今

回
は
個
人
経
営
体
の
女
性
１

６
９
３
人
・
男
性
１
８
４
２

人
な
ど
か
ら
回
答
を
得
た
。

「
農
業
経
営
と
家
事
・
育

児
・
介
護
で
主
に
担
当
し
て

い
る
も
の
（
複
数
回
答
）
」

は
、
女
性
農
業
者
は
家
事
が

９０
・
８
％
と
最
も
高
く
、
男

性
よ
り
８０
・
２
㌽
高
い
。
農

業
経
営
は
４７
・
３
％
で
、
男

性
よ
り
５０
㌽
低
い
。
育
児
は

２１
・
７
％
で
１７
・
８
㌽
高
く
、

介
護
は
２０
・
０
％
で
１５
・
３

㌽
高
か
っ
た
。

「
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
分
担
」

に
つ
い
て
は
、
「
適
正
な
分

担
だ
と
思
う
」
は
６５
・
９
％

で
男
性
よ
り
１５
・
８
㌽
低
い
。

「
適
正
な
分
担
だ
と
思
わ
な

い
」
は
２６
・
４
％
で
１４
・
２

㌽
高
か
っ
た
。

「
自
身
の
分
担
で
最
も
減

ら
し
た
い
も
の
」
は
図
の
と

お
り
で
、
家
事
が
５７
・
７
％

と
最
も
高
い
。
女
性
の
さ
ら

な
る
活
躍
の
た
め
に
も
、
お

互
い
が
協
業
意
識
を
持
っ
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

野
菜
へ
の
支
出
維
持
９
割
超

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
徹
底
を

物
価
高
騰
も
摂
取
意
識
高
く

２３
年
秋
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
ス
タ
ー
ト

家
事
負
担
の
軽
減
な
ど
が
課
題

女
性
の
農
業
活
躍
の
意
識
調
査

熱中症救急搬送が増加
涼しい地域も油断禁物
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イネは、日本を含む多くの国の主食
として欠かせない作物である。今後予
想される食料需要の増大や気候変動に
備えるため、イネを安定的に増産して
いくことが重要になってくる。そのた
めの基本データとして、土地面積当た
りのイネ収穫量（収量）を正確に把握
することが求められている。
これまでイネの収量を測定するため
の手段は、一部のイネを刈り取り、乾
燥させたのち可食部（籾や玄米）の重
量を実際に測定する方法が主流だっ
た。この測定を行うには数日間にわた
る多大な時間と労力が必要であり、様
々な理由により刈り取り調査自体が不
可能な場合もあった。そのため、イネ
の生産現場で収穫前に収量を把握する
ことは容易ではなかった。

そこで、岡山大学などの研究グルー
プは、人工知能（以下、AI）を用いた
画像解析によって、イネの収量を高い
精度で推定する技術を開発した。
高性能のAI を構築するためには、
良質かつ大量のデータを収集しAI に
学習させる必要がある。同グループで
は、イネ研究者の国際的なコンソーシ
アムを構築し、様々な品種・地域・栽
培環境でのイネの画像と、その画像に
写った範囲のイネ収量データを世界各
地で収集した。その結果、４００以上の品

種、日本やアフリカなど７ヵ国・２０の
地域から、２万点以上の画像データベ
ースを構築した。
この大規模なデータベースをAI に
学習させることで、イネの画像のみか
ら収量を推定するモデルを開発するこ
とに成功した。完成したモデルは、日
本やアフリカなど多様な環境で栽培さ
れたイネの収量を、高い精度で推定で
きることも明らかとなった。
イネの収量を把握することは、育種
現場での優良な系統の選抜や、農家ほ
場での精密な土地管理のための貴重な
情報となる。研究で得られた技術は、
画像のみから即座にイネの収量を推定
できる「AIの目」を実現したもので、
収量調査の大幅な効率化が見込まれ
る。
これにより、多収、高温や乾燥など
のストレスに強いなどの優良系統の選
抜育種の大幅な加速が想定される。ま
た、日本では農家の精密なほ場管理、
世界的にみれば開発途上地域でのイネ
生産量の正確な評価や栽培技術の開発
など、多方面にわたって波及効果が期

待されている。
この技術を用いれば、スマートフォ
ンで撮影する写真のみからイネ収量を
推定することが可能となる。他に高価
な機材や専門知識は一切必要としない
ため、誰にとっても非常に使いやすい
汎用的な技術といえる。この技術を用
いたイネ成育収量推定用スマートフォ
ンアプリ「HOJO」が、iOSとAndroid
で今年から公開されている。無料でだ
れでも利用することができ、今後の利
用拡大が期待されている。

クビアカツヤカミキリ（以下、同虫）
は、サクラ、モモ、ウメといったバラ
科の樹木を加害する外来の昆虫であ
る。もとは中国、モンゴル、朝鮮半島
などに分布する体長２～４㎝の黒くて
ツヤのある体のカミキリムシで、首の
ように見える前胸部の背中側が赤いの
が特徴。中国ではモモの害虫として知
られ、樹皮のすき間に産み付けられた
卵からふ化した幼虫が樹木の内部を食
い荒らし、ひどい場合は枯死させる（写
真１）。雌１匹が１，０００個を超える卵を
産むことがあり、強い繁殖力を持つ。
日本では１１年に埼玉県で侵入が確認
され、現在までに計１３都府県で見つか
っている。１８年には特定外来生物に指
定されている。

森林総合研究所を代表とする１１機関
から成る研究グループは、日本の同虫
について不明だった生態や生活サイク
ル、有効な薬剤、処理方法などを４年
がかりで明らかにした。そして、これ
らを基に、いつどのような対応をすれ
ば被害を抑えられるのかを防除マニュ
アルとしてまとめた。
同グループは、国内では不明だった
生活サイクルについて、幼虫が２年ほ
ど樹木の中に寄生して過ごし、さなぎ
となった後、６～８月ごろに成虫とな

って出現すること
を突き止めた。ま
た、初めはソメイ
ヨシノなどで同虫
による被害が広が
ったが、その後の
研究でサクラより
も、モモをより好
むことが判明し
た。
防除マニュアル
では、樹木の伐倒
や幼虫・成虫の捕
殺などの物理的防
除や有効な薬剤を使った科学的防除な
ど、被害状況や生活サイクルに合わせ
た処理方法が紹介されている。
同グループは、防除で肝心なのは早
期発見・早期駆除だとしている。同虫
の幼虫は、木を食べた後のフンと木く
ずの混ざった「フラス」を排出する。
木の内部へ坑道をつくるように侵入す
ると、樹木の表面にあけた穴から、邪
魔になったフラスを細く連なった形で
押し出し、樹木の根元に溜まっていく
（写真２）。このフラスの有無が、被
害木を見つけるための重要な手がかり
となる。フラスの排出は春から秋にか
けて見られるが、特に夏の暑い時期に
多くの樹木で見られることから、年に
１回見回りをする場合、お盆過ぎあた

りに行うのが効率的。
研究代表者の加賀谷悦子氏は、同虫
の駆除には行政・自治体、果樹園主と
一般市民らが地域で一体となって発見
・駆除に取り組むことが重要と語って
いる。同グループでは、複数の被害地域
間で被害情報を共有できるリアルタイ
ムオンラインマッピングシステムも開
発し、運用を開始している。被害を見つ
け次第、スマートフォンやパソコンか
ら被害アンケートサイト（https : //k
ubiaka.jp）に送信することで、被害情
報が集積される。同サイトでは、アン
ケート結果もマップで公表している。
マニュアルとマッピングシステムを
活用することで、同虫の効率的な防除
が期待されている。

（写真１）枯死したモモの中に潜んで
いた幼虫

研究の概要
岡山大学の資料から

写真１・マニュアル共に（国研）森林研究・
整備機構森林総合研究所の資料から

（写真２）クビアカツヤカミキリの幼虫が排フン孔から押し出した「フラス」
の連なり（左）、樹木の根元にたまった大量のフラス（右）

写真提供 : 農研機構生研支援センター

アプリの画面
提供 :岡山大学 田中 佑 准教授

ＡＩの目でイネ収穫量
―簡単・迅速推定

ＡＩの目でイネ収穫量
―簡単・迅速推定

スマートフォンで誰でも簡単に

クビアカツヤカミキリ防除法を開発
森林総合
研 究 所 防除マニュアルとマップ公表
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飼料代の暴騰など、資材価
格の高騰が酪農家を苦しめて
いる。２月に開催された「酪
総研シンポジウム」で、東京
農工大学の青木康浩氏が講演
した内容を紹介する。国産濃
厚飼料の導入を検討する酪農
家への情報提供として、「イ
アコーンサイレージ（以下、
ECS）」「トウモロコシ子実」
「飼料用米」について説明。中でも、
ECSを重点的に説明した。

～イアコーンサイレージ収穫残さは
敷料利用も可能～
収穫部位別にトウモロコシは収穫機
械や保存時の形態が変わるが、ECS
（写真１）は主に細断ロールのため、
流通に適している。また、アタッチメ
ントの交換をするとコーンホールクロ
ップサイレージと同じ作業機で収穫が
可能（写真２）。都府県向けにも、汎
用型飼料収穫機用スナッパヘッドが開
発されている。栽培管理の基本はホー
ルクロップと同じで、露地栽培のほか、
地域によってはマルチ栽培も可能。ま
た、ホールクロップ用の収量に余裕が
あれば、ECS用に回すことができる。
収穫残さは、ほ場にディスクハロー

す

などで鋤き込むと土壌の状態も良くな
るが、残さを回収し、敷料利用するこ
ともできる。しかし、生乾きのままロ
ールにすると発火するため、ほ場でよ
く乾かしてから、敷料として利用する。

～コストも低く、嗜好性も良好～
２２年１０月の配合飼料の工場渡価格
（TDN１㎏当たり１２６．６円）と比べる
と、ECSの生産コスト（試算）は、Ｔ
ＭＲセンターで作った ECS は５７．６円
で、差額が６９円。畑作（耕畜連携）は
５９．７円で、差額が６６．９円。配合飼料より

はるかに安い。給与試験も慣行飼料と
血液性状等に差が無く、嗜好性が良か
った。大まかに計算すると、原物とし
て、配合飼料１㎏をECS２㎏で代替で
きるとみられる。トウモロコシ子実、
飼料用米等と共に、ECSも国産濃厚飼
料の選択肢の一つとしたい。

酪農経営改善のために、牛乳の一層
の消費拡大を図ることが重要となって
いる。そこで、簡単に作れる、牛乳を
使った冷たいおやつのレシピを紹介す
る。

□かき氷機なしでできる牛乳かき氷
農水省は公式ＳＮＳで、かき氷機が
なくても作れる、牛乳のかき氷のレシ
ピを公表した。フリーザーバッグと牛
乳（４００㎖）、砂糖（大さじ４）が材料。

作り方
①用意した砂糖と牛乳１００㎖を耐

熱容器に入れ、電子レンジ（５００Ｗ）

で１分温めて、砂糖を溶かす。
（※この時、牛乳の吹きこぼれに注意
する）
②砂糖を溶かした牛乳１００㎖と残り

の３００㎖の牛乳を合わせてフリーザー
バッグに入れる。

も

③なるべく平らにし、漏れ防止とし
て口を折り返してセロテープで固定し
たら、冷凍室で寝かせる。
④５時間ほどでシャリシャリ状態に
なったら、フリーザーバッグを揉んで
氷を崩して完成！（寝かせる時間は好
みの固さに合わせて調整する）
お好みでかき氷シロップなどをかけ
て楽しむこともでき、手軽に作ること
ができる。

□氷代わりにもなるシャーベット
Ｊミルクでは、小山浩子氏（料理家
・管理栄養士）考案のミルク氷のレシ
ピを紹介している。
材料は、牛乳５００㎖と練乳（コンデン
スミルク）１本と製氷機。シャーベッ
ト以外に、アイスコーヒー・ティーに
氷の代わりに入れて飲むのもお薦め。

作り方
①牛乳に練乳を加え混ぜる。
②製氷皿に注ぐ。
③冷凍庫で完全に凍らせる。
牛乳パックを使えば、パックの中で
そのまま練乳を混ぜることができ、製
氷皿に注ぎやすい。簡単に作れるミル
ク氷で、牛乳を摂取し涼をとりたい。

豚熱が長い間日本を苦しめてい
る。８月３０日、佐賀県で発生が確認
され、非接種地域だった九州も、ワ
クチン接種が推奨される地域となっ
た。
■九州がワクチン接種推奨地域に
野生イノシシが感染している可能
性が否定できないため、農水省は九
州７県を豚熱ワクチンの推奨地域に
指定した。各県ごとに接種プログラ
ムを作成する。また、種豚場のワク
チン接種については、供給先のワク
チン接種にも配慮し、各県と連携し
て対応する。

■ワクチン過信せず衛生対策も
ワクチンを接種しても、抗体の付与
率は８～９割程度にとどまる。接種の
適期は豚により異なるが、すべての豚
に適切な時期にワクチンを打つのは不
可能なため、ワクチンを過信せず、衛
生管理にしっかりと取り組み、何とし
ても侵入を防ぐ。図のように、ウイル
スを「持ち込ませない」。衛生管理区
域内外の衣服や靴を必ず専用のものに
取り換え、豚舎へ出入りする時は、人
も物も十分によく消毒する。
これ以上感染が拡大しないよう、対
策に徹底して取り組みたい。

新たなワクチン指針公表今こそ飼料の国産化を 豚
熱 衛生対策と合わせ実施をアタッチメント交換でECSも収穫可能

（写真２）スナッパヘッド（アタッチメントを交換し
たらコーンサイレージと同じ機械で収穫できる）

両写真ともに東京農工大学の青木教授の発表資料から

こ
の
部
分
が

Ｅ
Ｃ
Ｓ
に
な
る

こ
の
部
分
が

Ｅ
Ｃ
Ｓ
に
な
る

�

農水省の資料を基に作成

（写真１）トウモロコシのＥＣＳになる部分

ミルク氷で涼をとろう
暑さ負け予防の牛乳消費

出典 : レシピ・写真ともに
ＪミルクＷＥＢサイト「ミ
ルクレシピ」からレシピ図・写真ともに農水省の資料から
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き さ か た

かつて「東の松島、西の象潟」と、
松島に並ぶ景勝地とされ、松尾芭蕉が
「おくのほそ道」で訪れた最北の地が
秋田県にかほ市象潟町である。その後、
地震の影響で地面が隆起し、現在は水
田の中に小さな丘（もとは島）が数多
くある珍しい景色が見られる。また、
鳥海山から海までの距離が非常に近い
という特徴もある町だ。
そんな象潟で活躍する開拓農家が経
営する、㈱上の山放牧場を紹介する。
開拓の歴史と経営形態
同牧場は、現在の経営主である渡邊

つよし

強さん（２４）と父である太一さん（７２）
の二人の家族経営である。強さんは２０
歳、太一さんは１５歳頃に就農している。
強さんの祖父である勇四郎さんは、４７
年（昭和２２年）の春に山形県から入植。
勇四郎さんは、開拓農家であること
を太一さんに教えることはなかった。

で わ ふ じ

近隣の出羽富士開拓農協に属する開拓
農家から、酒の席で「渡邊さんも開拓
農家だぞ」と教えてもらい、初めて知
ったという。
強さんは、祖父の代から苦労しなが
ら田んぼを守ってきたこと、放牧場は
景色がきれいで、牛の放牧が無くなる
とその景色が失われると考え、大変だ
とは理解しながらも就農したという。
経営形態は、水田４haで主食用米の
生産を行うほか、黒毛和種の繁殖牛を
１８頭飼養する複合経営だ。水田の一部
では無農薬の取り組みも行っているほ
か、稲わらの一部は自然乾燥させ、牛
に与えている。繁殖でつける種牛は、
地元家畜市場のトレンドを見て選択し
ており、生まれた牛は自家用に残すメ

ス牛以外は、あきた総合家畜市場へ素
牛として出荷する。経産牛は最高で１２
産、平均でも１０産前後まで長く飼える
ように飼養管理を工夫している。
繁殖の他に�放牧経産牛�を肥育
強さんの特徴的な取り組みとして、
経産牛を牛舎から６㎞離れた放牧場ま
で歩いて移動させ、５～１１月頃まで放
牧を行う点が挙げられる。放牧場は６０
ha の広さがあり、過去には牧草地とし
ての利用や、複数の酪農家が共同で放
牧をしていた歴史がある。
この放牧場は、４０年以上無肥料無農
薬を続けており、自然の植生で野芝が
メインの牧草地となっている。農薬を
使えないため、牛にとって毒となるワ
ラビが多く残ってしまい、どのように
駆除するか頭を悩ませている。
強さんに放牧のメリットを聞くと、
牧草を刈り取る手間が省けるほか、牛
舎よりも空気がきれいなため、肉にア
ンモニア臭が移らないということだっ
た。そんな牛舎内も、パドックごとの
牛の数は少ないため広々としており、
匂いもあまり感じられなかった。
経産牛が１０歳ぐらいになると、「放
牧経産牛」として同様に放牧し再肥育
する。生産量は年に１頭出荷できるか

できないかぐらいのペース
だが、半分はオンライン販
売、もう半分は地元飲食店
へ自ら卸している。格付は、
平均で歩留まりがＣ、ＢＭ
Ｓナンバーが４～７ぐらい
だという。全体の飼養頭数
が少ないことを活かし、Ｓ
ＮＳを用いて肥育の途中経
過を発信し、命を頂くこと

の大切さを牛肉購入者や SNSユーザ
ーに伝えている。
牧場の信念
放牧経産牛肉を生産・販売している
理由を聞くと、牛肉の価値がその時々
の市況によって左右されてしまうのを
避けたいためだという。強さんは、就
農前に６次産業化した岩手県の酪農家
を見学した。その際、同牧場の経営手
法を学び、販売する最後のところまで
自身で手がけることができれば農業で
生活していけると考え、放牧経産牛の
生産に思い至った。また、輸入飼料に
依存せず自給飼料で牛肉を生産したい
思いと、人が消化できない草を肉に変
えるのが牛の魅力という考えから、経
産牛の放牧となった。
今後の展望
今後の目標を聞くと、多くの思いを
語ってくれた。現在、放牧経産牛とは
別に「グラスフェッド黒毛和牛」の生
産を始めている。放牧経産牛は、日本
全国で５人ほどが取り組んでいるそう
だが、強さんが調べた限りでは、黒毛
和種未経産牛のグラスフェッド（牧草
のみを給与）に取り組んでいる農家は
日本にまだいない。そこで、自家産の
未経産牛２頭の肥育を今年開始した。

濃厚飼料はほとんど与えず、ほぼ牧草
だけを給与しているという。
この取り組みに加え、牧場のパート
ナーを募り、放牧場のツアーや稲わら
収穫体験などを通じて、牛が育ってい
く過程を見守りながら最後はその牛肉
を頂くというクラウドファンディング
のような取り組みも計画中だ。
にかほ市は山と海が近い特徴的な土
地柄で、様々な産業が発達している。
漁業や酒造会社などから発生する未利
用資源が豊富にあり、それらを活用し
た牛肉や堆肥の生産を目指している。
放牧場は、昔は複数の酪農家に共同
利用され、全体の放牧頭数も多かった
ため、しっかりと管理された草原が一
面に広がっていたという。しかし、現
在は強さんのみが放牧を行っているた
め、年々管理が行き届かなくなってお
り、牛が入れないようなヤブが増えて
きている。１００年先に放牧場を使って牛
飼いになりたいという人が現れても使
えるように、グラスフェッド和牛や放
牧経産牛の事業化を進め、放牧場に合
った無理のない範囲で規模拡大を目指
していると語ってくれた。
若き開拓３世による、上の山放牧場
の挑戦は、今後も続いていく。

農畜産業振興機構は、肉用牛肥育経
営安定交付金（牛マルキン）の交付金
単価（２３年６月分、確定値）を公表し
た。
乳用・交雑種で標準的販売価格標準

的生産費を下回ったため、引き続き交
付が行われる。肉専用種は４０都道府県
で発動した。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種が３万２２６３．２円（前月は４万５０９９．０
円、確定値）、交雑種は４万５２２５．０円
（前月は１万３９３３．８円、確定値）とな
っている。

農畜産業振興機構は９月１２日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の２３年７月分の交付金単価（概算払い）
を公表した。
乳用・交雑種で標準的販売価格が標

準的生産費を下回ったため、引き続き
交付が行われる。肉専用種は４０都道府
県で発動した。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種が３万１４０８．４円、交雑種は３万９７０１
円となっている。
概算払いのため、両種ともに前月分
より交付金は減額となった。

㈱上の山放牧場
（秋田県にかほ市象潟町）

放牧経産牛に取り組む開拓３世

㊧太一さん ㊨強さん 牛舎は太一さんと叔父さんの手作り

放牧場は広く、鳥海山を望む

放牧場にて。強さんが車のクラクションを鳴ら
すと避難舎から一斉に出てきた。

乳用種・交雑種で発動続く乳用種・交雑種で発動
牛マルキン７月分牛マルキン６月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

弊紙「開拓情報」を多くの方に楽し
く読んでいただくために、７８３号（今年
７月号）にてアンケート調査を実施い
たしました。皆様のご回答を集計した
ので、ご報告いたします。アンケート
にご回答いただいた方々におかれまし
ては、お忙しい中ご協力いただき、誠
にありがとうございました。
集計した結果、文字の大きさや紙面
の大きさについてなどは、現状のまま
で良いという意見が多く見られまし
た。一方で、一部の方からは読みづら
いという意見もいただきました。「見
たい記事」は、図のような結果になり

ました。
ご意見・ご要望につきまして、その
一部をご紹介いたします。
①鈴木先生（論説）への要望
②戦後開拓に関わった人物の特集記事
・人物伝の紹介
③開拓情報がもとで生産・流通・消費
に結びついた事例の紹介
今後も皆様のご意見を引き続き募集
致します。ご意見・ご要望等ございま
したら、遠慮なくお寄せください。読
者の皆様にとって、より良い紙面とな
るよう努力してまいりますので、よろ
しくお願いいたします。

秋の涼しい気候
で牛肉消費が伸
びることに期待

今年の夏の猛暑は異常で、アウトド
ア需要が全く伸びていない。９月にな
っても暑さは続いている。
外食産業は、昨年までのコロナ禍よ
りも活発な動きを見せているが、消費
者の倹約志向は根強いようだ。
部分肉も輸出の勢いが弱まってお

り、ロースの在庫が余っている状況で、
輸入量が減っても動きは鈍い様子。
【乳去勢】８月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、７８４円（前年同月比９０％）と
なり、前月より１２２円下げた。乳用種も
ここにきて急落となった。
【Ｆ₁去勢】８月の東京食肉市場の交
雑種去勢税込み枝肉平均単価は、Ｂ３
が１４４２円（同９７％）、Ｂ２が１２５８円（同

９７％）だった。前月に比べ、Ｂ３は３９
円、Ｂ２は１４円いずれも下落し、荷動
きの鈍さをうかがわせる。
【和去勢】８月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２０６０円（同９５％）、Ａ３が１８３５円（同
９２％）だった。前月に比べ、Ａ４が７４
円、Ａ３は７３円それぞれ下がった。
【輸入量】農畜産業振興機構は９月
の輸入量を総量で３万９５００ｔ（同７６％）
と予測。内訳は、冷蔵品１万６８００ｔ（同
９９％）、冷凍品が２万２７００ｔ（６５％）。
冷蔵品は前年並みだが、冷凍品は国内
の輸入品在庫量が多く、ほとんどの国
からの輸入量が少ないことから、前年
同月を大幅に下回ると予測した。
９月の出荷頭数は、和牛が減少する
ものの、交雑種と乳用種が前年よりや
や多く、全体ではわずかに上回る見込
み。猛暑の影響で予測を下回る可能性

もある。
９月に入っても相場は下降傾向にあ
り、特に乳用種の低迷が激しい。Ｂ２
で８００円を切る相場が続いており、苦し
い状況にある。秋には秋の涼しい気候
に戻って欲しいところだ。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み枝
肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が７５０～８５０
円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１６００～１７００円、同Ｂ
３が１３５０～１４５０円、同Ｂ２が１２００～
１３００円、和牛去勢Ａ４が２０００～２１００円、
同Ａ３が１８００～１９００円での相場展開
で、日本の秋に期待する。

猛暑のダメージ
で頭数減、相場
は７００円超続く

８月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が７１４円（前年同月比
１１１％）、中物は６９７円（１１２％）となっ
た。前月に比べそれぞれ３５円ずつ上が
った。記録的な猛暑により、出荷頭数
が減ってきたことも上昇に拍車をかけ
ている。
９月に入り、相場はさらに上昇して

いる。豚熱が九州で発生
したことも影響あり。反
対に需要の方は猛暑によ
り伸びずに推移してい
る。
農水省の肉豚生産出荷
予測によると、９月は１３２
万８０００頭（前年同月比
９９％）で、前月と比べる
と、３万２０００頭増の見込
み。今後も出荷頭数は例
年と比べて、増加するこ
とはなさそう。
農畜産業振興機構の需

給予測によると、９月の輸入量は総量
で７万３７００ｔ（同１０２％）の見込み。冷
蔵品３万２００ｔ（同１０３％）、冷凍品４
万３５００ｔ（同１０１％）。前年を若干上回
る見込み。
輸入はやや増えるが出荷頭数は増え
ないことで、相場は大きな落ち込みは
無く、７００円を超えた動きとなりそう。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が７３０～７８０円、
中物は７００～７５０円で推移か。

牛肉相場の低調
で、スモール価
格も急落

【スモール】８月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が３万８９６２円（前年同
月比１２４％）、Ｆ₁（雄雌含む）は８万６４７１
円（同８６％）となった。前月に比べ、
乳雄が２万５０８９円、Ｆ₁が４万１７９６円の
暴落となった。
今年に入って上昇していた相場が上
がり過ぎて、先月から一気に下がって
きた。枝肉相場の不振が、肥育農家の
導入意欲にかなりブレーキをかけてい
る。これ以上の下げは無いか。
【乳素牛】８月の乳素牛の全国１頭

当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
１９万４５８２円（同１３９％）、Ｆ₁去勢は３２万
９６９７円（同１０２％）だった。前月に比べ
乳去勢は３８２１円上げ、Ｆ₁去勢は１万
１５３８円下げた。
枝肉相場不振で、今後も下げ傾向が
続くと見られる。
【和子牛】８月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
５８万６３２９円（同８７％）となった。前月よ
り、９６１６円のマイナスとなった。
和子牛の価格の下落が続いている。
牛枝肉相場が低調で、肥育農家の素牛
導入にブレーキがかかっている。
ほとんどの市場で６０万円を割ってお
り、下落が続きそう。

８月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 単価／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ５７３ ５７７ ３１７ ３１７ ２０７，３４５ １８８，５１２ ６５４ ５９５
Ｆ１去 ２，００３ ２，１５０ ３４５ ３４１ ３２８，４２９ ３３７，８３５ ９５２ ９９１
和去 １，９５７ ２，６２２ ３３４ ３３６ ６４９，３１５ ６９７，７１１ １，９４４ ２，０７７

東 北
乳去 ３ １ ３１２ ３５６ ３４，１００ １１５，５００ １０９ ３２４
Ｆ１去 ３ ８ ２５９ ２５１ １５８，７６７ １３９，２８８ ６１４ ５５６
和去 ２，３２３ ２，６８７ ３２４ ３２４ ５８８，３８５ ５７２，７１１ １，８１６ １，７７０

関 東
乳去 ８ ６３ ２６８ ２９５ ６１，７３８ ２８９，１４３ ２３０ ９８１
Ｆ１去 １４８ １６７ ３６４ ３５０ ３４７，７３０ ３２７，６１６ ９５６ ９３６
和去 ９２９ ７７４ ３１６ ３２６ ６３２，６５８ ６３５，４０２ ２，０００ １，９４７

北 陸
乳去 ０ ０ － － － － － －
Ｆ１去 ０ ０ － － － － － －
和去 １０４ ５６ ２８４ ２６１ ５１０，２９４ ５６４，３２０ １，７９７ ２，１６２

東 海
乳去 ０ ２ － ２１２ － ６５，４５０ － ３０９
Ｆ１去 ７５ ４９ ３３２ ３３７ ２８４，４６０ ３０６，８３３ ８５７ ９１０
和去 ２００ ４３６ ２６７ ２８４ ６１８，１４０ ６３５，６３８ ２，３１９ ２，２４２

近 畿
乳去 ０ ０ － － － － － －
Ｆ１去 ０ ０ － － － － － －
和去 １６７ ４７０ ２５９ ２６４ ８０４，１１３ ７５９，５８２ ３，１０５ ２，８７５

中 四 国
乳去 ８９ ７８ ２７３ ２７５ １３６，０５４ １３７，９６５ ４９９ ５０２
Ｆ１去 ２７９ ２８８ ３３３ ３３６ ３２７，５０４ ３６０，７９３ ９８３ １，０７４
和去 ４８５ ８３３ ３０３ ３１１ ５４７，７８０ ５６４，７４５ １，８１０ １，８１７

九州・沖縄
乳去 ５ １２ ２３１ ３１３ ８２，５００ １５２，７１７ ３５７ ４８８
Ｆ１去 ４０７ ４０５ ３３９ ３３６ ３４０，４７５ ３５９，１４１ １，００４ １，０７０
和去 ７，８８９ １０，８８４ ３００ ２９９ ５６２，５９８ ５５９，６５２ １，８７３ １，８７１

全 国
乳去 ６７８ ７３３ ３１０ ３１０ １９４，５８２ １９０，７６１ ６２８ ６１５
Ｆ１去 ２，９１５ ３，０６７ ３４４ ３４０ ３２９，６９７ ３４１，２３５ ９５８ １，００４
和去 １４，０５４ １８，６００ ３０９ ３０８ ５８６，３２９ ５９１，０７５ １，８９８ １，９１９

注：（独）農畜産業振興機構（alic）の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

開拓情報アンケートの結果開拓情報アンケートの結果
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